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◇
高
血
圧
の
診
断
と
分
類 

 

厚
生
労
働
省
は
、
国
民
健
康
・
栄
養

調
査
（
毎
年
）
、
循
環
器
疾
患
基
礎
調

査
（
10
年
ご
と
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
厚
生
労
働
省
が
実
施
し
た
調
査

の
長
期
追
跡
研
究
で
は
、
全
国
の
大
学

の
研
究
者
を
中
心
と
し
た
厚
生
労
働
省

研
究
班
が
実
施
し
て
い
て
、19

8
0

年
の

対
象
者
約
１
万
人
（
29
年
間
追
跡
）
、

1
9
9
0

年
対
象
者
約
８
千
人
（
25
年
間

追
跡
）
、20
10

年
の
対
象
者
約
３
千
人

（
追
跡
６
年
目
）
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
調
査
に
よ
っ
て
出
さ
れ
た
日
本

人
を
対
象
と
し
た
疫
学
研
究
で
、
心
臓

病
や
脳
卒
中
に
関
す
る
、
さ
ま
ざ
ま
な

デ
ー
タ
を
「N

IP
P

O
N

 
D

A
T
A

（
ニ
ッ
ポ

ン
デ
ー
タ
」
と
い
い
ま
す
。
ニ
ッ
ポ
ン
デ

ー
タ
の2

0
1
0

年
版
な
ど
の
調
査
デ
ー

タ
に
よ
る
と
、
日
本
の
高
血
圧
有
病
者 

歯
科
医
師 

 

東
海
林 

 

克 
 

日
本
高
血
圧
治
療
学
会
編
纂
に
よ
る
「
高
血
圧
治
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
は
こ
れ
ま
で
、20

00

年

版
、200

4
年
版
、200

9

年
版
、
そ
し
て2

01
4

年
版
が
作
成
さ
れ
て
き
ま
し
た
。201

9

年4

月2
5

日
に
５
年
ぶ
り
に2

0
19

年
版
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
作
成
さ
れ
ま
し
た
。20

14

年
版
で
至
適
血
圧

と
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、
正
常
血
圧
、
正
常
血
圧
と
さ
れ
て
い
た
も
の
が
正
常
高
値
血
圧
、
正
常

高
値
血
圧
が
高
値
血
圧
に
変
更
さ
れ
て
、
厳
格
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
前
回
に
続
い
て
、
高
血
圧
に

つ
い
て
の
概
説
と
歯
科
と
の
関
連
に
つ
い
て
お
話
し
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

医
療
経
済
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て

い
る
の
が
現
状
で
す
。
高
血
圧
の
発

症
と
進
行
に
は
個
人
の
生
活
習
慣
が

大
き
く
影
響
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、

生
活
習
慣
は
社
会
的
背
景
に
大
き

く
影
響
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
高
血

圧
学
会
は
高
血
圧
を
、「
単
な
る
診

断
や
治
療
法
の
開
発
の
み
で
は
解
決

で
き
な
い
。
高
血
圧
へ
の
対
策
は
、
個

人
の
レ
ベ
ル
に
と
ど
ま
ら
ず
、
社
会

全
体
で
行
う
必
要
が
あ
る
」
と
し
て

い
ま
す
。 

と
歯
科
治
療
② 

本
年
４
月
25
日
に
日
本
高
血
圧
学
会

が
発
表
し
た「
高
血
圧
治
療
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン2019

（JS
H

2019

）」で
は
高
血
圧
の

基
準
値
は
従
来
通
り
診
察
室
血
圧
が

1
4
0
/
9
0
m

m
H

g

で
、
家

庭

血

圧

が

1
3
5
/
8
5
m

m
H

g

と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

主
な
変
更
点
と
し
て
は
、 

①
一
般
成
人
、
高
齢
者
、
冠
動
脈
疾
患

患
者
の
降
圧
目
標
を
厳
格
に
変
更 

②1
2
0
/
8
0
m

m
H

g

未
満
を
「
正
常
血

圧
」
と
定
義
（20

1
4

版
で
は
至
適
血
圧
） 

③
脳
心
血
管
病
リ
ス
ク
の
層
別
化
の
変

更 ④
微
量
ア
ル
ブ
ミ
ン
尿
、
尿
蛋
白
、
を 

 

数
は
、4,3
0
0

万
人
に
上
る
も
の
の
、
そ

の
う
ち
57
％(2

,4
5
0

万
人)

し
か
治
療

を
受
け
て
い
な
い
と
い
う
デ
ー
タ
が
出

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
治
療
を
受
け
て
い

る
患
者
の
50
％(1

,2
0
0

万
人)

し
か
正

常
血
圧
で
あ
る
と
さ
れ
る
基
準
で
あ

る1
4
0
/
9
0
m

m
H

g

未
満
に
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
実
態
が
明
ら

か
に
さ
れ
ま
し
た
。
人
口
の
急
速
な
高

齢
化
も
あ
っ
て
、
高
血
圧
は
脳
卒
中
、

心
筋
梗
塞
、
心
不
全
な
ど
の
循
環
器

疾
患
に
よ
る
死
亡
の
最
大
の
原
因
に

な
っ
て
い
て
、
高
血
圧
に
よ
っ
て
脳
卒
中

の
リ
ス
ク
も
高
ま
り
、
そ
の
後
遺
症
と

と
も
に
要
介
護
の
大
き
な
原
因
に
な

っ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
高
血
圧
が
あ

る
と
腎
臓
病
や
認
知
症
に
も
な
り
や

す
い
と
い
う
報
告
も
あ
り
ま
す
。
高
血

圧
は
自
覚
症
状
に
乏
し
く
患
者
数
の

多
い
疾
患
で
、
国
民
の
健
康
福
祉
や 

 
 

 

 

 

ガイドラインの変更内容比較 

 



 

中通歯科通信 NEO 
 

合
併
し
な
い
糖
尿
病
で
は
、
第
一
選
択
薬

をR
A

系
阻
害
薬
、C

a

拮
抗
薬
、
利
尿
薬

に
設
定 

⑤
高
齢
者
の
運
動
に
、
転
倒
リ
ス
ク
を
考

慮
し
た
通
常
の
速
さ
で
の
歩
行
を
推
奨 

⑥
フ
レ
イ
ル
、
要
介
護
、
エ
ン
ド
オ
ブ
ラ
イ
フ

あ
る
高
齢
者
の
降
圧
治
療
を
記
載 

⑦
高
血
圧
管
理
の
向
上
に
向
け
た
取
り
組

み
と
今
後
の
展
望
を
記
載
し
た
第

14

章
を

追
加 

が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

 

 

◇
歯
科
治
療
時
の
注
意
事
項 

 

 
 

血
圧
は
午
後
に
比
べ
て
午
前
中
に
安

定
し
ま
す
。
ま
た
、
血
圧
を
下
げ
る
薬

「
降
圧
剤
（
こ
う
あ
つ
ざ
い
）
」
は
、
朝
夕
２

回
あ
る
い
は
朝
に
１
回
の
処
方
の
場
合
が

多
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
血
圧 
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の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
安
定
し
て
い
る
場
合
で

も
、
薬
剤
を
服
用
し
て
そ
の
効
果
が
出
る

ま
で
に
は
約
１
時
間
を
要
す
る
こ
と
か

ら
、
治
療
の
予
約
は
午
前
中
の
朝
食
後

１
時
間
後
に
取
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
歯
の
治
療
に
際
し
て
、
そ

の
日
の
薬
を
飲
ま
ず
に
来
る
方
が
と
き

ど
き
お
ら
れ
ま
す
が
、
し
っ
か
り
服
用
し

て
か
ら
受
診
な
さ
る
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。
当
診
療
所
で
は
、
診
療
室
に
入
る

前
に
血
圧
を
計
測
し
て
い
た
だ
き
ま
す

が
、
体
調
そ
の
他
に
異
常
が
な
く
て
も
、

160/100m
m

H
g

以
上
の
高
値
を
示
す

場
合
に
は
、
処
置
を
延
期
し
て
い
ま
す
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１．白衣高血圧 

     診察室や医療現場で測定した血圧が高血圧（140/90 mmHg 以上）であっても、診

察室外血圧が正常域血圧（家庭血圧  135/85 mmHg 未満など）を示す状態です。診

察室血圧で高血圧と診断された患者の 15～30%が白衣高血圧に相当し、その頻度は

高齢者で増加します。  

 ２．仮面高血圧 

     病院・診療所（診察室）で測定した血圧は正常でも、診察室以外では高血圧。  

診察室血圧＜140/90 ㎜ Hg  家庭血圧≧135/85 ㎜ Hg。医師の前では正常血圧の

ため、発見されにくい仮面高血圧です。しかし、気付かないまま放置すると動脈硬化が

進み、脳卒中や心筋梗塞を引き起こすリスクが高いことが分かってきました。  

  ・早朝高血圧  

     病院・診療所（診察室）で測定した血圧は正常でも、早朝・起床前後に血圧が上昇

するタイプ。特に、夜間は低く早朝に急上昇する「モーニングサージ」では、持続性

高血圧の患者より脳卒中のリスクが 2 .5 倍も高くなるという研究報告もあります。  

  ・夜間高血圧  

     夜間高血圧は睡眠中も血圧が下がらないタイで、夜間血圧の平均が 120/70 ㎜

Hg 以上の場合。「降圧薬の効果が切れている」「睡眠時無呼吸症候群」「糖尿病で

神経障害を合併している」「心不全」「腎不全」の人々は夜間高血圧になりやすいとさ

れています。  

  ・ストレス下高血圧  

     病院・診療所（診察室）で測定した血圧は正常でも、職場や家庭のストレスにより

昼間の時間帯の血圧の平均が 135/85 ㎜ Hg 以上の場合  

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

高血圧の種類 
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